文学作品とオペラ、芸術歌曲の関係についての一考察 : 演じることに求められるもの by 泉 貴子



































A Study of the Relationship between Literary Works, Operas and Art Songs :





東京芸術大学 博士学位論文 博音 95 相愛大学研究論集 第 24巻 2008年に掲載



























































































の声にこだましていた eco alla voce mia
faceano i suoi sospir.”と、2節目の二人の魂が
未知の天に飛び去っていく歌詞の部分“2人の
魂は知らない天に飛翔していった e ad ignorati































































【ギスランツォーニの詩「私たちは一緒に読んでいた Noi leggevamo insieme」】
Noi leggevamo insieme ある日私たちは
un giorno, per diletto 気晴らしに
una gentile istoria 悲しい愛に満ちた
piena di mesti amor 優しい物語を読んでいました
～中略
Ah! Londa dei suoi capelli ああ！ 彼女の髪のなびきは、
il volto a me lambia 私の顔を撫で
eco alla voce mia 彼女の吐息は
faceano i suoi sospir. 私の声にこだましていました
～後略 （対訳 泉 貴子）
【ダンテの「神曲」地獄篇第 5歌より引用された歌詞「私達はある日一緒に読んでいた Noi Leggevamo」】
Noi leggevamo un giorno per diletto ある日、つれづれに、私たちはランチロットが
di Lancillotto, come amor lo strinse : 恋のとりこになった物語を読みました。
soli eravamo e sanza alcun sospetto. ほかにひとは居らず、だれははばかることも無く
～中略
Quando leggemmo il disiato riso すなわち、こがれてやまぬほほえみが、
essere baciato da cotanto amante, 思うひとの口づけを受けたくだりを読んだとき、
Questi, che mai da me nom fia diviso, 永久に私と離れないあのひとは














辛いことはない Nessun maggior dolore che ri-



















































voi, signori, se i quattrini di Buoso potevan finir
───────────────
６）2016年 2月 19日アン・デア・ウィーン劇場で公演された《オテッロ》、指揮：A. マナコルダ、演出：D.
ミキエレット
７）Gaetano Previati（1852～1920）：Morte di Paolo e Francesca, ca 1887 Accademia Carrara di Belle di Bergamo
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meglio di così? Per questa bizzarria m’han cac-
ciata all’inferno e così sia ; ma con licenza dei
gran padre Dante, se stasera vi siete divertiti, con-




























































































少なくなった più bella e meno altera”という
天国にいる彼女が、現世でいた頃よりより素晴
らしい姿に変貌を遂げている点は、ダンテのベ
【ペトラルカの 3つのソネットより「私の想いは引き上げられた Levommi il mio pensier」】
Levommi il mio pensier in parte ov’era 私の想いは私が探してもこの地では見つけること
quella ch’io cerco e non ritrovo in terra : が出来ない彼女がいる場所に引き上げられた
Ivi, fra lor che ’l terzo cerchio serra, そこの第三の天に囲まれている魂の中に、より
La rividi più bella e meno altera. 美しく威厳さが少なくなった彼女を再び見た。
Per man mi prese e disse : In questa spera 私の手を取り言った「私の望みが間違いで
Sarai ancor meco, se ’l desir non erra : なければ、この天でまた私と一緒になるでしょう。
I’ son colei che ti die’ tanta guerra, 私は沢山の苦しみをあなたに与えた女です、
E compie’ mia giornata innanzi sera ゆうべ私の命は終わったのです。
Mio ben non cape in intelletto umano : 私の幸せは人知の世界にはありません。
Te solo aspetto e quel che tanto amasti, 私はあなたと地上に留まったあなたが愛した私の
E laggiusto è rimasto, il mio bel velo. 美しい肉体が来るのを待っているだけです。」
Deh, perché tacque ed allargò la mano? ああ、なぜ黙って手を離したの？
Ch’al suon di detti sì pietosi e casti あのように慎み深く清らかな言葉の音に
Poco mancò ch’io non rimasi in cielo.12） もう少しで天に留まるところだったのに。
（対訳 泉 貴子）
───────────────




















































































































せて Sopra un’aria antica」（1920年）を取り上
げて考察を進める。
【古い歌によせて Sopra un’aria antica】
Non sorgono（ascolta） （聞いてごらん）、あの古い歌から
le nostre parole 私たちの言葉は
da quell’aria antica? 生まれてこないか？
Io t’ho dissepolta. 私は貴女を蘇らせた。
E alfine rivedi tu il sole, ついに貴女は再び太陽を見、
tu mi parli, o amica! ああ、友よ、私に語りかけてくれる！
───────────────
１５）ダヌンツィオ作 野上素一訳「死の勝利」（下）［全 2冊］東京：岩波文庫 1963年
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～中略
Dicevi :“Io ti leggo nel cuore. 貴女は言った「私は貴方の心が読めます。
Non mi ami. 貴方は私を愛していないわ。
Tu pensi che è l’ultima volta!” 貴方はこれが最後だと思っているわ！」
La bocca riveggo un poco appassita. 私は少し色褪せた口もとを見た。
“Non m’ami. È l’ultima volta. 「私を愛していないわ。これが最後ね。
Ma prima che tu m’abbandoni でもあなたが私を見捨てる前に
il voto s’adempia. 願いは果されるでしょう。
Oh! fa che sul cuore io ti manchi! ああ、私が貴方の胸の上で死ぬことを！
Tu non mi perdoni もし貴方が口づけしたこめかみの髪が
se già su la tempia baciata すでに白くなっていたら、
i capelli son bianchi?” 私を許してくれないですか？
Guardai que’ capelli, 私は年を感じさせる
su quel collo pallido 蒼白いうなじの上の
i segni degli anni ; その髪を見た。
e ti dissi : そして貴女に言った
“Ma taci! Io t’amo.” 「黙って！貴女を愛しています」
I tuoi begli occhi 貴女の美しい瞳は
erano pregni di lacrime 涙でいっぱいだった。
Sotto i miei baci. 私の口づけの下で。
“M’inganni, m’inganni,” 「私を騙しているわ 私を騙しているわ」
Rispondevi tu, と貴女は応えた。
le mie mani baciando. 私の手に口づけをしながら。
“Che importa? 「でも何が大事なの？
Io so che m’inganni ; 私を騙していることはわかっています
ma forse domani でもおそらく明日
tu m’amerai morta.” 貴方は死んでいる私を愛するでしょう」
Profondo era il cielo del letto ; ベッドの天蓋は深かった
ed il letto profondo そして墓のように
come tomba, osucuro. 暗かった。
Era senza velo il corpo ; ヴェールを纏っていない身体は
e nel letto profondo 深いベッドの中ですでに
parea già impuro. 不浄なもののように見えた。
Vidi per l’aperto balcone 開いたバルコニーから
un paese lontano 滑らかな川のラインで
solcato da un fiume volubile, 条（すじ）がついた村が遠くに見えた。
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「古い歌によせて」はダンヌンツィオの長編



















































chiuso da un serto di rupi 夏の日、
che accese ardeano その村は
d’un lume vermiglio, 紅い光に輝く
nel giorno estivo ; 岸壁に囲まれていた。
ed i venti recavano そして風は
odori degli orti remoti 遠い果樹園の香りを運んでいた。
ove intorno andavano その周りには咲きほこる花々の間を
donne possenti 歌いながら














































つの歌 Quattro Canzoni d’Amaranta」（1907年）
の“私を一人にさせて！息をつかせておくれ！
Lasciami! Lascia ch’io respiri, lascia”と“暁は


































































































































歌唱する A”と、“客席の観客と A を客観的に
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